別紙２　記入例
平成２５年度ヒアリング資料　　〔競技名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔種別 ：　　　　各種別ごとに作成　　 〕

【今後の競技力向上を検討する資料としますのでご回答をお願いします。】
１　『東京国体の競技成績と強化の取り組み』を踏まえて、成果、反省点、改善点をご記入下さい。
	成　果

	特別強化指定選手を対象にした週２回の合同練習は今年初めての取り組みであったが、所属を超えた定期的な強化練習ということもあり、国体出場に際して高知県代表という意識が例年以上に強かったと思う。高知県代表としての国体に対するその意識の変化が、大会本番における高い自己ベスト達成率に繋がったと感じている。

	反省点

	特別強化指定選手対象の合同練習の指導については、輪番制で変わる指導者の練習プランと、所属校における通常練習の内容との効果的な繋がり・調和を図ることができなかった。特別強化指定を受けながら、所属での通常練習に戻った選手が数名いたことは、検討課題である。

	　改善点

	特別強化練習内容に一貫性を持たせるために、指導を担当する６名の強化コーチの中で、一定期間同じ指導者が練習メニューを作成する。また、特別強化練習の実施内容について、選手に練習日誌を作成させるとともに練習の様子を所属校指導者に定期的に報告を行う。


２　第６９回国体「長崎国体」（ブロック大会を含む）における目標と柱となる強化計画、

克服すべき課題とその対策
	目　　標
	リレー種目の本大会入賞。
５種目でブロック予選突破。

３種目で本大会ベスト１６以上。

本大会での自己ベスト達成率９０％以上。

	強化計画
	本年度より開始した特別強化指定選手による特別強化練習を次年度も実施。
１２月には、本県選手が主力選手として活躍しているＢ大学○○部へ遠征し、強化練習を実施。

４月・５月・６月には、四国内の強豪校と合同練習を行う。

	課　　題
	強化の基本となるのは、所属校における通常練習と特別強化練習となる。反省点でも触れているように、変化する指導者と練習環境の中、練習内容に一貫性と計画性を持たせることが必須である。強化スタッフを中心に連携と情報の共有を図る
ブロック予選突破については、他３県の選手の動向についての情報も必要となる。

	対　　策
	特別強化練習と所属における通常練習については改善点で述べた通り。
四国ブロック予選対策としては、強化計画の中にある四国内強豪校との合同練習や、その他の競技会を通して情報を集め、ブロック予選を勝ち抜き本国体で戦える選手選考をしていく。


◎平成２５年１２月２０日（金）までに、県体協までメール（ＦＡＸまたは郵送）してください。
	メールアドレス
Ｆ 　　Ａ　 　Ｘ　
	　kochiken@japan-sports.or.jp
０８８（８７３）６２６９　
高知県体育協会事務局　谷口　宛　


